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              橋、高架の道路等の技術基準について（通知）

　　 　  このことについては、平成８年11月11日付道第317号で通知されたところであるが、標準設計の取扱い
について別添写しのとおり建設省都市局街路課課長補佐外（平成８年11月18日付け事務連絡）から通知が
ありましたので、実施にあたっては、下記によってください。

   記

１　標準設計の取扱い
　建設省制定土木構造物標準設計のうち、第13～16巻ポストテンション方式ＰＣ単純Tげた橋及び第18～
20巻プレテンション方式ＰＣ単純床版橋・同Ｔげた橋及び第23～27巻単純プレートガーダー橋について
は、道路橋示方書Ⅴ耐震設計編「第12章支承部構造」及び「第13章落橋防止システム」の規定に基づい
て、支承及び落橋防止構造の取付部に対する安全性を確認した上で使用すること。
　また、第23～27巻単純プレートガーダー橋においてSS400を使用する部材のうち、溶接を行うものにつ
いては、SM400に変更すること。

道路橋示方書の主な改訂概要
Ⅰ．共　通　編

項　　目 平成５年道路橋示方書 改訂概要（H８．11．１） 摘要

・コンクリート ・無筋コンクリート部材の
　最低設計基準強度：160kgf／㎝２ 

・180kgf／㎝２  

・支承部  ・支承に作用する負の反力につい
　て、活荷重、風荷重及び地震の影
　響を削除。

地震の影
響は耐震
設計編に
記述

Ⅱ．銅　橋　編

項　　目 平成５年道路橋示方書 改訂概要（H８．11．１） 摘要

・鋼種の選定 ・板厚による鋼種選定：８㎜～50㎜ ・８㎜～100㎜

・鋼材及び溶接部の
  許容応力度

・板厚に関係なく一律に規定。 ・40㎜をこえ75mm以下と75mmを
　こえ100㎜以下を新しく規定。



Ⅲ．コンクリート橋編

項　　目 平成５年道路橋示方書 改訂概要（H８．11．１） 摘要

・設計計算の原則  ・終局荷重作用時の荷重の組み合
　わせについて、地震の影響を含む
　組み合わせを削除。

・コンクリートの許
容応力度

・コンクリートの設計基準強度：
　300、400、500kgf／㎝２

・600kgf／㎝２を新しく規定。

・プレキャストセグ
メント橋

・設計法を新しく規定。

・水平力を受ける支
点部

・支承及び落橋防止構造等から水
  平力を受ける支点部の設計を新
  しく規定。

・外ケーブル構造 ・設計法を新しく規定。

Ⅳ．下部構造編

項　　目 平成５年道路橋示方書 改訂概要（H８．11．１） 摘要

・設計の基本方針 ・橋脚については、原則として地
　震時保有水平耐力法による耐震
　設計も行う。

・最小鉄筋量及び最
　大鉄筋量

・はり部材：0.002bd≦Ａst≧0.02bd
　設計曲げモーメントの４／３倍がひ
　びわれモーメント以下の場合はこ
　の規定によらなくて良い。

・はり部材は、終局曲げモーメン
　トがひびわれ曲げモーメント以
　上となるよう配筋すること。
　　作用曲げモーメントの1.7倍
　がひびわれ曲げモーメント以下
　の場合はこの規定によらないく
　て良い。

・鉄筋の配置 ・主鉄筋は、直径13㎜以上の異形棒
　鋼とする。
・帯鉄筋の間隔は30㎝以下。

・鉄筋のフックの曲げ形状を変更。
・橋脚柱の軸方向鉄筋の段落とし
　は、原則として行わない。
・直径16㎜以上
・間隔は15cm以下
・中間帯鉄筋の設置を規定。

復旧仕様
と同じ

・コンクリートの許
容応力度

・コンクリートのみでせん断力を
　負担する場合の許容せん断応力
　度を変更。 

・橋座の設計 ・支間長100m以下
　　：S＝20＋0.5㍑
　　㍑：支間長
　支間長100m以上
　　：S＝30＋0.4㍑

・S＝20＋0.5㍑で統一。

・逆Ｔ式橋台  ・背面主鉄筋量及び中間帯鉄筋を
　規定。

・控え壁式橋台 ・壁は、連続ばりとして設計。 ・壁は、３辺固定版として設計。

・胸壁の設計 ・踏掛版からの荷重及び落橋防止
　構造からの荷重に対しての設計
　を追加。 

・橋台背面 ・踏掛版の設置が望ましい。



・フーチングの設計 ・地震時保有水平耐力法により、
　作用曲げモーメントが降伏曲げ
　モーメントをこえないことの照
　査を追加。
・許容応力度法と地震時保有水平
　耐力法との大きい方の鉄筋量を
　配置する。

・橋脚杭基礎
・ケーソン基礎
・鋼管矢板基礎

・地震時保有水平耐力法による耐
　震設計を追加。

・地中連続壁基礎 ・設計法を新しく規定。

Ⅴ．耐震設計編

 



　 　 

  



支承および落橋防止システムに関する規定の推移



落橋防止システムの設計に関する規定の推移


